
掲載箇所 区分 事業名
R2当初
予算額
（千円）

担当課室

①②

P.44

03

◎
☆

私立特別支援学校設置補
助事業

400,000 特別支援教育課

①②

P.62

08

◎
[震災]
(地創)

☆

被災地訪問型研修事業
【防災教育等研修事業】

300 教職員課

①

P.71

19

◎
☆

ＩＣＴを活用した研究・
研修・支援事業（総合教
育センター)

10,908 教職員課

②

P.72

04

◎
☆

スクールサポートスタッ
フ配置事業

14,516 教職員課

③

P.74

09

◎
(地創)

子どもの貧困対策推進事
業

16,185 子育て社会推進室

③

P.75

11

◎

要保護児童学習支援事業

1,608 子ども・家庭支援課

⑥

P.78

11 私立高校入学金軽減補助
事業

108,000 私学・公益法人課

⑥

P.78

12 私立高校学校安全設備整
備補助事業

40,000 私学・公益法人課

⑥

P.78

13 私立専修学校授業料等軽
減補助事業

3,000,000 私学・公益法人課

③

P.87

25

◎

小学校スクールゾーン内
ブロック塀等除去助成事
業 36,975 建築宅地課

③

P.97

19

◎

慶長遣欧使節帰国400年
等記念事業

15,000 消費生活・文化課

　地域のニーズや資源に応じた子どもの貧困対策の取組が進められるよ
う，市町村や活動団体の取組を支援する。
＜令和2年度の主な取組＞
・子どもの貧困対策に取り組む市町村への助成
・子ども食堂をはじめとした子どもの居場所づくりの活動支援
（情報発信，立ち上げ支援，連携支援等）

　教員の業務支援を目的とし，教員の負担軽減を図ることで，教員がより
児童生徒への指導や教材研究等に注力できる体制を整備する。
＜令和2年度の主な取組＞
・モデル事業として１０人（小５人，中５人）を配置
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事業概要

　講義形式の研修をｅラーニングやサテライトｗｅｂ研修に転換し，遠隔
地を含めた受講生の研修場所や時間を自由に設定できる環境を整備するこ
とにより，教職員の資質能力の向上を図るとともに，児童生徒と向き合う
時間を確保する。
＜令和2年度の主な取組＞
・ｅラーニングに係るコンテンツの作成
・サテライトｗｅｂ研修に係る受講環境の整備

　基本方向５　多様なニーズに対応したきめ細かな教育の推進

　基本方向７　命を守る力と共に支え合う心の育成

　基本方向８　安心して楽しく学べる教育環境づくり

　軽い知的障害のある生徒の後期中等教育の場が不足している状況にある
ことから，民間活力を導入し，旧宮城県教育研修センター跡地等を高等学
園として利活用するため，学校施設を整備する学校法人を支援する。
＜令和2年度の主な取組＞
・学校法人による高等学園の学校施設整備に係る新設及び改修に要する対
象経費の２分の１以内を助成

　被災地を実際に訪問することにより，震災当時の状況を深く理解し，児
童生徒の生命を最優先とする教職員としての意識を伝承及び醸成するとと
もに，防災に関する最低限身に付けておくべき知識・技能を習得する。
＜令和2年度の主な取組＞
・被災地訪問，講義及びグループワーク等（新任校長対象）

 ＜凡例＞
　　◎　：宮城の将来ビジョン推進事業
　[震災]：宮城県震災復興推進事業
　(地創)：宮城県地方創生推進事業
　　☆　：令和２年度　特に注力する事業

　私立高校における防犯設備や災害用備蓄品，AED等の購入に要する経費の
補助を行う。

　年収約590万円未満の世帯に対し，入学料の減免を行った私立高校に対す
る補助を行なう。

　児童養護施設に併設する要保護児童一時保護専用施設の運営経費のう
ち，入所児童への学習支援に要する経費を補助し支援する。

　基本方向１０　生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活動の推進

　慶長遣欧使節帰国４００年及び復元船展示最終年度という節目の年に，
記念事業の開催を通じて，改めて先人の偉業を確認するとともに，リ
ニューアルする慶長使節船ミュージアムの魅力を広く発信することによ
り，偉業継承の拠点，新たな観光の拠点としてのミュージアムをＰＲす
る。

　私立専門学校に通う住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯に対する授
業料等の減免を行う。

　基本方向９　家庭・地域・学校が連携・協働して子供を育てる環境づくり

　小学校スクールゾーン内の危険なブロック塀などの所有者に対してブ
ロック塀など除去工事補助を行う市町村に対して，市町村負担分の一部を
補助する。
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